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要旨・ ポイ ント

　 箱根町は神奈川県西部の山間に位置し 、 町の中央に大

きな芦ノ 湖がある日本でも 有数の観光地で年間約 2,000

万人の国内外の観光客が訪れています。 行政職員 382

名（ 令和５ 年４ 月現在） は、 人口 1 万人強の町民への

対応のほかに、 こ れら の多く の観光客への対応に割かな

ければなら ない事象も 多く あり ます。 町の行政機関は立

地条件に合わせ、 本庁のほか出張所４ か所に分散し てお

り 、 同様に消防職員も 消防本部のほか 3 分署に分かれ

て 100 名ほど配置さ れている こ と が特徴的です。 町内

に総合病院等はなく 、 周辺の市町村と 医療圏を共有する

中での健康管理体制の構築をし なければなり ません。 そ

のよう な環境の中で職員の安全衛生の事務局は、 人事・

給与・ 採用なども 担当する総務部総務防災課職員係の職

員が担当し ています。 安全衛生管理体制は、 副町長を総

括安全衛生管理者と し 、 各部局の長と 衛生管理者、 産業

医等 13 名の委員で活動し ており 、 現在のと こ ろ 、 安全

衛生上の大きな問題は発生し ていません。

箱根町の「 安全衛生管理体制」 の

特徴的な取り 組み

　 第一に挙げら れるこ と は、「 箱根町職員安全衛生管理

規程」（ 以下「 規程」 と いう 。） が定めら れ、 その中で、

職員の安全衛生についてなすべき こ と がきちんと 整理さ

れているこ と です。 規程の内容は、 ４ つの章と 附則で構

成さ れています（ 図１ ）。

第１ 章　 総則（ 第１ 条・ 第２ 条）

第２ 章　 安全衛生管理体制（ 第３ 条－第 10 条）

第３ 章　 健康診断及び予防接種（ 第 11 条－第 13 条）

第４ 章　 衛生委員会（ 第 14 条－第 20 条）

附則

　 内容は、 町と し て職員に実施すべき こ と 、 職員が自己

管理と し て努めるべき こ と が示さ れており 、 副町長を総

括安全衛生管理者と し 、 衛生管理者、 産業医の選任に関

するこ と など、 安全衛生管理体制の構築について詳細に

定めら れています。

　 第二に、 産業医が町への必要な支援について柔軟に対

応し ていただいている こ と です。 現在の産業医は町と

10 年ほど前から 継続し て契約し ており 、 東京から 地元

の開業医院に１ 週間に３ 回来ている医師です。 契約内容

は、 日時などは指定せず、 必要に応じ て来庁依頼する 、

若し く は担当窓口の職員や相談などのある職員が医師を

訪問するなど柔軟な対応をし ても ら っ ています。 衛生管

理者は、福祉部門の保健師１ 名が兼務で担当し ています。

健康管理については健康診断のみではなく 予防接種の条

項も 定めら れています。 衛生委員会の設置、 運営につい

ても 多く の条項を割いて詳細に整理さ れており 、 具体的

で担当者が分かり やすい構成と なっ ています。

　 第三は、 こ れら の規程を元に、 柔軟で実効性のある人

材と 活動が行われているこ と です。 訪問し た本庁舎の階

段や執務スペースには職員が自発的に作成し た安全衛生

に関するポスタ ーの掲示が見ら れまし た。 こ れら は、 気

が付いた職員が自発的に作成し たも のも あり 、 町と し て

の安全衛生の取り 組みが個々の職員に浸透し ているこ と

が感じ ら れまし た。

図１ 　「 箱根町安全衛生管理規程」 抜粋

体系化さ れた安全衛生の活動の仕組み
と タ イムリ ーな見直し

　 安全衛生担当事務局は、 総務防災課職員係の事務職員

が担当し ており 産業看護職などの産業保健スタ ッ フ は同

課には配置さ れていません。 限り ある人財で多く の業務

を担当するには、 必要なルール、 仕組みを誰が担当し て

も できるよう に体系化し ておく こ と が重要です。 規程は

その基盤と なっ ているも ので、 内容が分かり やすく 整理

さ れているほかに、 こまめに見直さ れていまし た（ 図 1）。

箱根町事例 2
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充実し た活動が滞り なく 継続でき ているのは、 体系化さ

れた安全衛生の活動の仕組みを構築し ているこ と と タ イ

ムリ ーな見直し によると こ ろが大きいと 思われます。

実践的な安全衛生担当者の選任で
機能する安全衛生活動

　 安全衛生活動は総括安全衛生管理者の副町長を筆頭に

行われており 、 町の規模を考慮し 実践し やすい、 本庁と

4 か所の出張所をまと めた 1 体制と し ています。 産業医

は前述のと おり 嘱託契約で来庁日などは指定せず、 必要

に応じ て来庁依頼をし たり 、 職員が産業医がいる開業医

院を訪問し て相談するなど柔軟性のある対応と し ていま

す。 ヒ アリ ングを進める中で、 嘱託し ている産業医の存

在が大きく 、 産業医から の積極的な助言・ 提案を都度受

け入れながら 、 迅速に動く こ と で活動の充実化が図ら れ

ているこ と を感じ まし た。 その例と し て、 今回の新型コ

ロナウイ ルス感染症の対策と し て、 検査キッ ト の配付を

いち早く 取り 入れ、 消防職員を中心と し たワク チンの迅

速な接種、 また、 火山性の有害ガスが発生し ている大涌

谷にある博物館の職員に対する特殊健康診断実施の決定

など、 観光地の箱根町なら ではの課題も あっ たと のこ と

でし た。 さ ら にこ の医師と は乳幼児健診など、 町民への

福祉部門に関する契約も 行っ ており 、 町内の状況を熟知

し た医師と し ての信頼の大きさ を感じ ると 同時に、 広範

囲にわたる嘱託契約の内容や、 いつでも 相談でき る体制

が職員の安全衛生に大きな安心を与えているこ と が分か

り まし た。

活性度を 上げるための実践的な
安全衛生委員会の組織、 運営

　 箱根町は、 全体を俯瞰できて活動の活性度を上げるた

めに、 本庁と 出張所合わせて 5 か所を 一体と し て衛生

委員会を設置し ています。 運営は総括安全衛生管理者で

ある副町長を 委員長と し て、 総務部長、 総務防災課長、

衛生管理者 2 名（ 1 名は福祉部門の保健師、 他の 1 名

は消防士で資格保有者が兼務） のほか、 各部の長、 浄水

センタ ー所長、 環境センタ ー所長など合計 13 名の委員

構成で事務局を総務防災課職員係に置いています。 保健

師は衛生管理者の 1 人と し て福祉部門の保健師が兼務

し 、 同課職員係への配属はし ていません。 職員総数から

みて委員数が多い印象を受けますが、 職員組合がない等

の理由で、 労使半々の構成と はなっ ていません。

　 委員会の開催については、 書面開催も 取り 入れ工夫を

し ていますが、 コ ロナ禍と いう こ と も あり 、 毎月の開催

には至っ ていないと のこ と でし た。 また、 産業医による

職場巡視も 同様で、 各事業場の推進員が毎月行っ ている

職場巡視の報告を受けるなどの工夫をし ながら 行っ てい

ます。 委員会議事録の回覧はし ていませんが、 周知すべ

き 内容については、 庁内イ ント ラ ネッ ト などを用いて職

員全員に通知し ています。

　 職場巡視は各建屋で実施し ていると のこ と ですが、 記

録がなく 実績の把握が十分にでき ていませんでし たの

で、 今後は巡視記録を 作成し 、 報告書を 委員会で報告、

職場から は指摘事項改善報告書提出など用いてＰ Ｄ Ｃ Ａ

を回し ていく と 、 改善点の蓄積を職員にも 分かり 易く 示

すこ と ができ るのではないかと 思いまし た。

　 特に重要視し ている委員会が年２ 回あり ます。 1 回は

職員健康診断などの実施後の９ 月に開催し ています。 主

要な議題は健康診断やスト レスチェ ッ ク の実施結果報告

及びその対応です。 も う 1 回は３ 月に開催し ており 主

要な議題は、 当該年度の活動実績（ 計画の遂行状況の検

証） と 次年度の活動計画です。 調査審議事項は、 規程に

具体的に示さ れていますがいずれも 報告が主になっ てい

るこ と が多く 、 委員の活発な意見交換や調査審議をし て

いく こ と が今後の課題と のこ と です。

職員が対応し やすい健康管理施策
～健康診断、 スト レ スチェ ッ ク 、 長時間労働への対応～

〇健康診断

　 職員健康診断は健診機関に委託し て本庁舎や消防本部

など 3 か所で実施し ています。 分散し て勤務する 職員

が少し でも 受けやすいよ う に本庁舎 2 日間、 その他半

日ずつ巡回健診をし ています。 業務都合や感染症などで

受けら れなかっ た者に対し ては、 健診機関へ出向いての

受診にも 対応し ており 、 近年の受診率はほぼ 100% で

推移し ています。 加えて 35 歳以上の職員には、 県市町

村職員共済組合から 人間ド ッ ク （ 総合健診） 助成金も あ

り 、 健康管理の充実が図ら れています。 健診結果は、 本

人への通知のほか、 所属長には、 健診の判定結果のみ報

告し ています。 現状では、 要精密検査者（ 有所見者） へ

の産業医などから の健康指導はし ていませんが、 同課職

員係から 病院受診を促し ており 、 就業制限者はいないと

のこ と でし た。 さ ら に「 箱根町安全衛生委員会だより 」

を年１ 回発行し 、 集団分析結果と 衛生管理者である保健

師から の健康情報のト ピッ ク を掲載し て職員の健康づく

り に活用さ れています（ 図２ ）。

〒 2 5 0 -0 3 9 8  

神奈川県足柄下郡箱根町湯本 2 5 6

h ttp s://w w w .to w n .ha ko ne .k a nag aw a .j p /

人口　 　 1 0 ,9 5 7 人（ R6 .1 .1 現在）

世帯数　   6 ,4 5 2 世帯

職員数　 3 8 2 人（ R5 .4 .1 現在）

内訳　 一般行政　 2 1 1 人

教育　 　 　   3 4 人

消防　 　 　 1 0 1 人

公営企業　   3 6 人

https://www.town.hakone.kanagawa.jp/
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図２ 　「 箱根町安全衛生委員会だより 」 抜粋

〇スト レスチェ ッ ク

　 スト レスチェ ッ ク は、 健康診断と 同時期に実施し 、 健

診会場に回収ボッ ク スを設置し て受診時に提出し やすい

仕組みを工夫し ています。 個人の結果は個々人に返却し

ています。 産業医が個人結果と 集団分析結果を 確認し 、

健診結果と と も に 9 月の安全衛生委員会で報告さ れて

います。 高スト レス者への対応は、 契約し ている外部の

委託機関に依頼し ています。 また、 町役場内の日常の相

談窓口と し て、 総務防災課長のみが見るこ と のできる専

用のメ ールアド レスを設置し て、 パワハラ ・ セク ハラ の

相談などにも 対応し ています。

　 職員のメ ン タ ルヘルス不調によ る 休業者は現在 1 名

と のこ と です。 復職支援と し て、 慣ら し 勤務などの制度

を設けています。 こ の制度は、 主治医から の復職可能の

診断を受け、 産業医による所属長を交えた本人と の面談

を行っ た上で、 3 か月間を上限と し て職場の慣ら し 勤務

を行う も ので、 現職場への円滑な復帰のために活用さ れ

ています。 休業し ている職員は、 1 か月程度こ の制度を

活用し た後に復帰を し ている こ と が多いと のこ と でし

た。

　 こ の他に、 平成 23 年に新入職員に対するメ ンタ ー制

度を導入し たこ と により 、 メ ンタ ルヘルス不調者の減少

に大きな効果が見ら れたと のこ と です。 導入前には、 新

入職員、 所属先異動者、 特定の部署などでメ ンタ ルヘル

ス不調者が増え、 対応を検討し たと こ ろ、 民間企業が設

けているメ ンタ ー制度の情報を得て、 導入に至っ たと の

こ と です。 現在職員のメ ンタ ルヘルス不調があまり 問題

になら ないのは、 こ のよう なメ ンタ ー制度、 復職の慣ら

し 勤務制度や同課職員係や福祉部門にいる保健師に職員

が気軽に相談できる関係にあるこ と が大き く 寄与し てい

るも のと 思われます。 産業保健スタ ッ フ と し ての看護職

は配置さ れていませんが、 福祉部門に配置さ れている 6

人の地域保健担当の保健師が、 専門職と し ての知識と 経

験を活かし て職員も サポート し ており 、 その存在が良好

な環境をつく っ ているのではないかと 安全衛生の事務局

担当者は話さ れていまし た。

〇長時間勤務の削減

　 長時間労働については、 庁内に庶務事務システムを導

入し 、 その中で勤怠管理ができ るよう にし ています。 上

司が部下の勤怠の状況を 確認でき る よ う にし てあり ま

す。 長時間勤務の実績と し ては、 月当たり 時間外勤務が

100 時間を 超える 職員は、 半年間で 3 ～ 4 人と のこ と

です。 長時間勤務に対する施策と し て、 月 2 日（ 10 日

と 20 日） のノ ー残業デーの制度の導入と 、 その当日総

務防災課長による職場巡回を実施し 、 時間外勤務の削減

に成果をあげています。

〇その他（ 治療と 仕事の両立支援、育児休業取得支援など）

　 箱根町の立地から 、 災害時の業務継続も 視野に入れた

在宅勤務制度を取り 入れています。 それが結果と し て治

療と 仕事の両立支援、 育児、 介護などの支援制度にも 功

を奏し ています。 まだ利用者が少なく 制度の利用を普及

するために、職員係では、利用の障壁要因と 考えら れる、

利用者が発生し た際の所属職場への人材配置のシフ ト の

工夫、 利用者への収入のシミ ュ レーショ ン、 県市町村職

員共済組合から の補助制度などについて関係者に丁寧な

説明を行っ ています。 直近では、 男性の育児休業取得者

も 出るよう になり 、 制度への理解が進んでいるよう だと

のこ と です。

一目瞭然でわかる活動計画と
その進捗状況、 活動の成果

　 箱根町の安全衛生活動は、 限ら れた人材で多く の活動

の成果をあげるために、様々な工夫が行われていまし た。

その工夫の一つで、 参考になると 思われるのが「 安全衛

生実施計画書」 の様式と その整理の方法です（ 図３ ）。

活動計画と 活動の成果が一目で分かるよう に作成さ れ運

用さ れています。 計画書は、 安全衛生の重点施策の項目

と し て「 安全衛生管理体制」、「 危険または有害性等の調

査と その対策」、「 安全衛生活動」、「 健康診断、 メ ンタ ル

ヘルスケア」、「 安全衛生教育」、「 その他」 の６ 項目に分

類し 、 それぞれについて具体的な実施項目が記入でき る

よう にし てあり ます。 それぞれの実施項目に対し て実施

月ごと の年間スケジュ ールが計画と し て記入できるよう

になっ ており 、実施の状況は、計画月にマーク し た「 ○」
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を「 ●」 に変更するこ と で確認できます。 最後に実施項

目毎の評価欄が設けら れて活動計画と 活動成果が完結す

る仕組みになっ ています。 最下段には「 次年度への課題」

欄も あり 、次年度への引継ぎ事項も 明確になっ ています。

　 こ の様式によっ て、 当該年度の活動計画と 進捗状況、

活動成果が確認でき、次年度への引継ぎも でき るこ と は、

安全衛生の向上を計画的、 継続的に進める上では大変有

用な位置づけになるも のです。

図３ 「 安全衛生実施計画書」 抜粋

取り 組みの評価、 今後の展望

　 今回、 職員規模が 400 人弱の箱根町の安全衛生活動

をヒ アリ ングさ せていただきまし た。 規模の小さ な自治

体では多度津町のよう に職員の安全衛生主管課に職域保

健師が専属で配置さ れている と こ ろ は少ないと 考えま

す。 それでも 箱根町のよう に、 安全衛生活動に不安を感

じ さ せない工夫をし ているこ と が分かり まし た。 人員規

模が同程度の組織の安全衛生活動には、 組織や体制に共

通する部分が沢山あり 、 施策を遂行する方法にも 共通す

るも のがあると 思います。

　 まず、 安全衛生管理を行う 組織、 体制についてです。

組織運営には地域の医療事情が大き く 影響を 及ぼし ま

す。 箱根町の産業医（ 嘱託契約） は、 町内の医療機関が

契約する東京の医師で、 こ の医師が産業医業務や福祉部

門 ( 地域保健 ) の業務を 契約し 、 町民、 職員、 すべてに

おいて助言・ 指導を一手に担う 安全・ 健康の要になっ て

います。 こ のよう な経験豊富な産業医と の継続し た契約

が安全衛生活動を行う 上で重要と 思われまし た。

　 安全衛生の事務局は職員係の職員で、 安全衛生の基盤

と なる規程は丁寧に見直さ れているから こ そ担当者が変

更になっ ても 活動が滞るこ と なく 引き 継がれ、 円滑に継

続さ れているこ と が分かり まし た。

　 衛生委員会は、 規程に則り 、 メ ンバーの選任が行われ

ています。 総括安全衛生管理者である副町長を委員長に

各部局の長、 衛生管理者を含めて 13 名のメ ンバー構成

でし た。 法的には労使の代表から バラ ンスよく 選任する

こ と が必要ですが、 職員組合がないため、 職員代表の委

員が少ないよう に見受けら れまし たので、 職員代表の委

員も 選出し 、 職員の意見を取り 入れら れると 委員会活動

も より 活性化さ れるのではないでし ょ う か。 また、 衛生

委員会の毎月開催が難し いと のコ メ ント も あり まし た。

今後は定期的に開催でき るよう に第〇〇曜日開催と 日時

を決めるなど、 ルーチン化し て開催できるよう 計画さ れ

ると 参加し やすく なると 思いまし た。 安全衛生活動がで

き る こ と 、 成果があがる こ と を 優先し た現実的なメ ン

バーの人選と も 考えら れますが、 今後の課題と し て委員

の総数を 見直すこ と や、 毎月 1 回以上の開催ができ る

よう に工夫するこ と なども 併せて検討すると 、 法令の順

守にも つながり 、円滑な運営と なるよう に思われまし た。

　 一方で、 頼れる産業医の存在や意識の高い職員に支え

ら れて特段の問題が発生せずに運営できている活動です

が、 自ら が様々な企画・ 立案をし てより 質の高い活動や

成果をあげるためには、 企画立案の事務局に専門性の高

い職域保健師や衛生管理者を配置し 、 安全衛生委員会の

活性化、 産業医と の意見交換、 さ ら には業務委託をし て

いる環境センタ ーの事業者と の連携などを進め、 より 向

上を図ら れるこ と も 必要ではないかと 感じ まし た。

　 庁舎入り 口に掲載し てあっ た町民憲章に「 健康で働く

こ と をよろこ び、 思いやり の心を育て、 明るい家庭を築

き まし ょ う 」 と あり 、 職員のみなら ず、 町と し て健康管

理に取り 組んでいるこ と がう かがえます。

　 具体的な安全衛生活動については、 小さ な組織だから

こ そ、 働く 人の顔が見える、 仕事が分かる間柄で、 お互

いカ バーし あう 、 分かり あえる組織の強みが活かさ れて

いると 考えら れます。 職員のためにと 考えて動いている

総務防災課職員係の行動が、 職員に安心感を与え、 何か

あれば相談し よう と 思える信頼感があると 感じ まし た。

　 また、 業務の枠を超えて福祉部門の保健師による専門

職の持てる経験と 知識を活かし た健康管理支援も 合わさ

り 、 自分たちも でき るこ と を考えていこ う と いう 安全衛

生の意識が職員によく 浸透し ているこ と を感じ まし た。

　 その表れと し て、 階段や執務スペースに職員が自発的

に作成し たポスタ ーの掲示があると 思います。

　 現在安全衛生に関し て大きな課題が発生し ていないと

のこ と ですが、 組織規模に合わせて柔軟な活動をし てい

る こ と がう まく 成果につながっ ている と う かがえまし

た。 こ れら は安全衛生活動がう まく いっ ている同規模の

事業場と 共通するも ので、 今後も 継続でき るこ と を願っ

ています。

（ 安福　 愼一）


